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問題 ４ 【調査問題 問題４ 内容Ａ・Ｂ共通】
あなたは自分の友達のことを英語クラブで発表すること
になりました。その原稿をI have a friend.に続けて、４
以上のまとまった内容の英語でできるだけたくさん書き















問題 ７ 【調査問題 問題７ 内容Ｂ】
　日本を訪れるとしたら、夏と冬のどちらがよいかを、
イギリス人の友人にメールで尋ねられました。
　あなたならどちらの季節を勧めますか。解答用紙にあ
る英文I think（summer/winter）is better.の（　）内の
どちらかの季節を〇で囲み、そのあとに続けて、あなた
の考えを３文以上のまとまった内容の英語でできるだけ
たくさん書きなさい。ただし、I think（summer/winter）
is better.の文は１文として数えません。なお、必要があ
れば下の□の中の語句を使ってもかまいません。
camp（キャンプ／キャンプをする）　swim（泳ぐ）　ski
（スキー／スキーをする）　skate（スケート／スケート
をする）　fish（魚／魚釣りをする）　enjoy（楽しむ）　
eat（食べる）　tree（木）　flower（花）　snow（雪）　
sea（海）　beach（海辺）　mountain（山）　food（食
べ物）　cold（寒い）　hot（暑い）　fireworks（花火）　
festival（祭り）　rice cake（もち）　shrine（神社）　
temple（寺）　the UK（イギリス）　Japan（日本）
　本問についても本校３年生の正答率が全国平均正答
率を大きく上回る結果となった。相手に勧める理由と
して、外国にはない日本の風物詩をあげる生徒が多
かった。また、理由を列挙する場合の表現を使ってパ
ラグラフを変えたり、前の文を受けて次の文ではその
具体例を挙げたりしながら書いている生徒が多かっ
た。これは、抽象的なことから具体的なことへという
順番で話題を進めた方が、相手にとって理解しやすい
ということが身についたためではないかと考える。し
かし、こちらの設問も、３文以上で自分の考えあるい
はそれと思われる文を書いていても、文構造の誤りが
見られる生徒は10名（10.4％）、無回答が３名（3.1％）
いたことに注目しなければならない。
（３）パフォーマンス課題における結果から
　実践前期と後期のパフォーマンス課題（図１※参照）
を比較して、生徒の変容を見ることにした。
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　大幅にレベルＣの生徒が減ったことが注目される。
５月実施のMulti Plus1では、前単元Unit1からの帯活
動に取り組むことで、それが生徒にとってのフォー
マットとなった。そのため教科書を参考にしながらレ
ベルＢまで達成することができた生徒は大変多かった
が、オリジナルの文を盛り込んで生き生きと日本文化
を効果的に紹介する作品が少なかった。
　しかし実践後期のWriting Plus2では、パフォーマン
ス課題に個々の生徒の立場とその根拠を書かなければ
ならず、その表現も様々でオリジナリティあふれるも
のが多かった。これは、毎時間を関連づける活動を通
じて、下位群の生徒も英語をアウトプットしたり、友
達の英文をインプットしたりする等、英語に触れる機
会が増えたためと考える。またパフォーマンス課題が
「宿題は必要か」という身近な事柄だったため、書く
内容・主張したいことが持てたためであると考える。
６　考察
　「書くこと」に焦点をあてた実践とはいえ、あくまで
も英語科の目標である４技能を伸長するために、統合
的な活動を積極的に取り入れながら実践を行ってき
た。「書くこと」の力は単発的に授業で取り組んでも定
着するものではない。そのため、通常の授業の際にも、
まず明確なルーブリックを提示し、そのうえで帯活動
やALTの活用、マッピングの提示、パラグラフ・ライ
ティングの手法など関連づけて授業に取り組んだ。そ
の結果、アンケート結果の比較や『特定の課題に関す
る調査』やパフォーマンス課題の評価を総合的に見て
もわかるように、ある一定の成果があったのではない
かと考える。また、本研究では３年生を対象とし「書
くこと」を取り上げたが、これを２年間、３年間と継
続して行えるとするならば、英語科の他の技能を育成
するための手立てとして応用することも可能である。
つまり、中学校英語の教科としての目標に迫るための
実践も行えるのではないだろうか。今後も、生徒の課
題を把握したうえで、まずは生徒に望む姿を具体的に
イメージし、それを具現化するために、毎時間の積み
重ねとそれを有機的に関連づけた授業実践を行って行
く必要があると考える。
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